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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 * 0 1 0 0 0 0 0 0 2 2 2 2 0 0
6 0 0 0 1 2 0 0 4 1 0 1 0 0 1 0
7 0 2 7 3 4 0 0 1 0 1 1 0 2 0 0
11 * 0 2 1 4 2 4 3 2 4 6 3 7 2 0
13 * 3 6 5 10 2 3 2 3 1 4 0 5 2 0
24 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
29 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
50 * 2 5 6 6 3 4 4 2 1 3 1 2 0 0
74 * 5 10 5 6 1 1 3 0 5 5 2 3 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 0 0 2 2 5 7 9 2 2 1 3 1 1 1 0
8 * 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0
9 * 0 0 3 11 3 4 4 5 6 11 1 2 3 1
12 0 0 1 3 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
14 * 0 0 4 8 2 2 4 5 2 7 2 1 1 0
18 * 0 0 7 12 0 2 1 3 6 9 0 0 0 0
30 * 2 5 14 21 0 0 1 0 5 5 2 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
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戦評
【総括】
後半戦に差し掛かり、クロスゲームが目立つようになった今大会。精神的な闘いが必要となる中で、エースがまさかの
欠場となった大阪体育大学は、その穴を埋めるように全員バスケットで後半戦怒涛の勢いで下剋上を果たしてきた。
対する関西学院大学は、精度の良いシュートを武器に１１勝3敗と、確実に勝利を重ね、強豪校の意地を見せつけて
きた。そんな両チームの戦いは、大体大の猛烈なオフェンスの勢いを断ち切るかのような関学大の正確無比の高確
率3Pシュートの応酬となった。両チームの長所といえるべきプレーが遺憾なく発揮されたこのゲームは、9１－82と好
戦を繰り広げ、関学大の勝利で幕を閉じた。
【第１ピリオド】
両者、試合開始とともにターンオーバーの連続となるなど、得点には結びつかない重々しい立ちあがりとなった。長
い沈黙を破ったのは大体大#１4中原のリバウンドシュート。続いて#１8池田もミドルシュートを沈める。対する関学大#7
高山が連続3Pシュート、続いて#74中野も3Pシュートを沈めるなどテンポのいいオフェンスから次々と得点を重ね、大
体大にリードを広げていく。第１ピリオドは25－１8とリードを守った関学大リードで終了した。
【第2ピリオド】
大体大ペースで試合は進む。その勢いのままリードをひっくり返すかと思われたが、関学大#50坂本がその勢いを殺
すかのように3Pシュートを沈める。食らいつく大体大は#30藤本を中心にミドルシュートを数々と沈めていくが、関学大
はまたしても#74中野が3Pシュートを沈める。猛攻を仕掛ける大体大に鉄の雨の如く連続3Pシュートを浴びせた関学
大が47－40とリードで第2ピリオドが終了した。
【第3ピリオド】
連続シュートをきっかけとして大体大が再び勢いを取り戻す。しかし関学大も黙ってはおらず、#１3古家が確実に
シュートを決める。リードは依然として関学大なものの、非常に拮抗した闘いを見せる。猛進する大体大は強烈なディ
フェンスからスティールすると#4草川がバスケットワンスロー。ついに関学大とのリードを振り出しに戻す。ついに逆転
に成功した大体大が65－64とリードし、第3ピリオドが終了した。
【第4ピリオド】
関学大#74中野が本日4本目となる3Pシュートを沈める。決めては決め返す、均衡した展開となるも、要所で関学大
#74中野がまたも3Pシュートを沈め、再びリードを9点に広げる。しかし大体大#30藤本が本日32得点目となるシュート
を決めるなど、関学大を食らいついて離さない。ところが、関学大#１3古家、#7高山がここでも3Pシュートを沈め、ここ
にきて本日最大得点差となる１１点に広げる。終了を知らせるブザーが響き、9１－82で関学大が勝利した。
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